
 

 

宮城県石巻市の被災建築物の解体工事におけるアスベスト除去作業について 

 
（概要） 
宮城県石巻市の被災建築物について平成 24 年 3 月に石綿の除去工事が行われた。その後

8 月に解体工事が行われたが、解体工事後、石綿含有建材が残留しているのが発見されたも

の（なお、発覚以後現場はビニールシートで覆い、飛散防止措置を行った。モニタリング調

査も行い石綿の飛散状況を確認している） 

 
（主要な原因） 
○ 取り残しているところは鉄骨の柱に吹き付けをして、さらにモルタルの化粧壁で仕上げ、

その後コンクリートブロックで覆っている状況であった。その他、梁と壁の間に隠れて

いた部分、鉄骨階段で隠れていた部分に石綿が吹き付けられていた。そのため除去業者

が行った目視による事前調査では、確認できなかった。（吹付け石綿は被覆材として吹く

ことが通常であり、除去業者のこれまでの経験では、今回のようなコンクリートブロッ

クの内側に吹きつけられている構造の物をあつかった事例はなかった。また、構造図面

等の書類も震災の際流されていて、目視のみの調査しかできなかった。） 
○ 解体工事中現場に石綿の知識を有する者がおらず、解体工事中に石綿が出てきても工事

の中止等現場で判断・対応ができなかった。 
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